
平成22年1月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年2月1日～平成21年7月31日） 

平成22年1月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年2月1日～平成22年1月31日） 

平成22年1月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年2月1日～平成21年7月31日) 

平成22年1月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年2月1日～平成22年1月31日） 

修正の理由 

第2四半期累計期間 
 当第2四半期累計期間における我が国経済は、一部に持ち直しの動きが見られるものの、依然として厳しい経済状況が
続いており、当社グループが主力事業を展開するテレビ放送業界も、企業収益の悪化に伴う広告市況の低迷により、引き
続き厳しい環境におかれております。 
 このような状況下、当第2四半期累計期間の連結の業績は、売上面では国際放映（株）の映像制作収入が作品数の減少
により減収となり、短期レンタルスタジオ収入も当初の予想を下回りました。利益面では、特に、短期レンタルスタジオ事業
が、本年3月末の日本テレビ放送網（株）との年間レンタル契約終了による減収は見込んでおりましたものの、4月以降、同
社以外の売上も落ち込み大幅な減益となりました。なお、子会社につきましては、売上面では、美術制作に携わる（株）ケイ
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年3月13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,558 35 20 9 0.79

今回発表予想(B) 1,334 22 8 33 2.87

増減額(B-A) △224 △13 △12 24

増減率(%) △14.4 △37.8 △60.5 262.3

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年1月期第2四半期）

1,384 69 55 5 0.43

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,079 71 42 26 2.21

今回発表予想(B) 2,777 △32 △60 △39 △3.35

増減額(B-A) △302 △103 △102 △65

増減率(%) △9.8 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年1月期） 3,495 193 163 16 1.42

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,198 18 5 1 0.15

今回発表予想(B) 1,087 △9 △21 16 1.41

増減額(B-A) △111 △27 △27 14

増減率(%) △9.3 ― ― 812.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年1月期第2四半期）

1,240 65 52 13 1.11

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,475 53 27 18 1.56

今回発表予想(B) 2,295 △72 △98 △60 △5.11

増減額(B-A) △179 △125 △125 △78

増減率(%) △7.3 ― ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成21年1月期）

3,180 164 137 16 1.40
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エッチケイアートが減収となったものの、利益面では、コンテンツ販売に携わる（株）東京メディアエンタープライズが堅調に
推移し、国際放映（株）の減益を縮小させる結果となりました。 
 以上により当第2四半期累計期間の業績は、売上高は1,334百万円、営業利益は22百万円、経常利益は8百万円、当期
純利益は国際放映（株）の役員退職慰労引当金戻入額8百万円、受取保険金40百万円の特別利益の計上により33百万円
となる見込みです。 
 
通期 
 通期予想につきましては、先行きの不透明感が強く、特に短期レンタルスタジオ事業は今後も厳しい状況が続くと予想し
ております。このような状況から、通期の連結売上高は2,777百万円、営業損失は32百万円、経常損失は60百万円、当期
純損失は39百万円を予想しております。 
 
(注) 上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に
不確定な要素を含んでおります。実際の業績は今後様々な要因により、予想数値と異なる結果となる場合があります。 

  
以 上
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